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資料 教育委員会事務局指導課     
 

令和５年度 青森県学習状況調査の結果について 
 
１ 調査の概要 
（１）目 的  各教科の学習の定着状況を把握し、課題を明らかにするとともに、学習指導の改

善や本県児童生徒の学力向上に資する 

（２）実 施 日  令和５年８月３０日（水） 

（３）対 象  小学校第５学年児童  中学校第２学年生徒 

（４）実施教科  小学校 国語・社会・算数・理科  中学校 国語・社会・数学・理科・英語 

（５）調査内容  基礎的・基本的な知識・技能を問う問題 

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を

問う問題 

 

２ 調査結果 

 【小学校】                      （通過率…％） 

 国 語 社 会 算 数 理 科 総 合 

青 森 市 ６７ ６６ ６１ ６６ ６５ 

青 森 県 ６４ ６３ ５８ ６２ ６２ 

本市と県の差 ＋３ ＋３ ＋３ ＋４ ＋３ 

 【中学校】                           （通過率…％） 

 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 総 合 

青 森 市 ５９ ４９ ４６ ４７ ５４ ５１ 

青 森 県 ５８ ４６ ４２ ４４ ５０ ４８ 

本市と県の差 ＋１ ＋３ ＋４ ＋３ ＋４ ＋３ 

（通過率：正答総数を問題総数で除した割合） 

 

３ 本市児童生徒の学力の状況 

（１）小・中学校とも、全ての教科で、通過率は県の平均を１～４ポイント上回っている。 

（２）本市と県の差は、小・中学校とも総合で、３ポイント上回っている。 

（３）学力の傾向 

①正答率が高い問題…基礎的な知識及び技能を問う問題 

②正答率が低い問題…知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・

表現力等を問う問題 

 
４ 学力向上の要因と今後の取組 
（１）調査結果に基づき９年間を見据えた系統的な指導の在り方 

（２）「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させた授業づくり 

（３）１単位時間や単元、内容のまとまりごとなど、適切な場面で評価し、指導に生かすこと 

（４）習熟の程度や学習履歴に基づいた補充・発展的な学習の充実 

 （５）小学校での教科担任制の積極的な導入により、授業の質の向上が図られたこと 

 （６）複数担任制の導入により複数の教師が関わることで、多面的な児童生徒理解が図られたこと 

 （７）中学校・英語については、小・中学校の人事交流により中学校の英語教員が小学校での指導

を行っていること 


